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広 

報 

月号 

〒299-2492  

南房総市富浦町青木28番地 

TEL 0470-33-1002 

FAX 0470-20-45914 1 人口の動き 
総人口 
45,729人 

世帯数 
16,773世帯 

男 
21,894人 

女 
23,835人 

（平成18年4月1日現在） 

開市式にてテープカットをする、遠藤一郎市長職務執行者（左）と佐々木　壽教育長（右） 

3月20日　祝　南房総市開市式 

出生 19人 死亡 67人 転入 198人 転出 310人 



南房総市 誕生

2006年 4 月号2

天
は
、
雲
一
つ
な
い
「
日
本
晴
れ
」
を
も
っ

て
、
南
房
総
市
誕
生
の
佳
き
日
を
祝
っ
て
く
れ

た
。
煌
く
七
つ
の
星
が
集
い
一
つ
の
和
（
環
）

南
房
総
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
２
０
０
６
年
３

月
20
日
。
日
本
史
、
千
葉
県
史
に
力
強
く
刻
ま

れ
た
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

南
房
総
市
民
は
、
和
や
か
に
煌
く
環
を
生
成

し
た
信
念
に
「
自
信
」
を
加
え
、
力
を
合
わ
せ

て
理
想
の
郷
の
実
現
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

理
想
の
郷
を
創
造
す
る
の
は
人
の
力
で
あ

り
、
地
域
の
力
で
も
あ
り
ま
す
。
教
育
の
分
野

で
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
全
て
の
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
子
育
て
支
援
担
当
と

協
力
し
、
生
涯
学
習
の
考
え
方
を
も
っ
て
、
学

校
教
育
・
家
庭
教
育
・
社
会
教
育
の
融
合
を
図

り
な
が
ら
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
学
習
機
会
を
提
供
し
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

南
房
総
市
民
の
方
々
の
豊
か
な
創
造
力
と
豊

か
な
心
を
煌
く
七
つ
星
の
和(

環)

の
原
動
力
と

し
て
生
か
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

晴天の下、3月20日（月）、新しい幕開けを迎え
南房総市がスタートし、市役所も本庁と6つの支
所で業務を開始しました。
午前10時、本庁舎玄関前において開市・開庁式

が行われ、職員約180人が見守るなか、遠藤一郎市
長職務執行者の挨拶の後に祝電披露、佐々木顴壽
教育長との開庁のテープカットが行われました。
午前11時15分、富山、三芳、白浜、千倉、丸

山、和田の支所においても開庁式が行われ、支所
長の挨拶が行われました。
開庁後の市役所には市民が、終日訪れました。
新市の面積は、230.22km2で県内56市町村中

5番目、人口は、4万4千747人（平成17年10月
1日現在　国勢調査速報値）で33番目となります。
今後の予定として、4月23日（日）に南房総市

長・南房総市議会議員選挙、5月3日（水）に南房
総市農業委員会委員選挙が予定されています。

南房総市 誕生

ご
あ
い
さ
つ

教育長

佐々木顴壽

煌煌
ききららめめ

くく七七つつ星星のの
和和（（環環））

 挨拶の中で互いに握手をしあう職員

遠藤市長職務執行者の挨拶

南
房
総
市
の
発
足
を
、
４
万
５
千
人
の
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
市
は
、
合
併
し
た
７
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
個
性
あ
る
地
域
の
力
を
最
大
限
に
活
か

し
、
そ
こ
に
住
む
多
才
な
「
ひ
と
」
が
、「
ゆ

め
」
を
育
み
、
連
携
し
て
「
み
ら
い
」
を
創
造

す
る
、「
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い
　
地
域
で
創

る
魅
力
の
郷
　
南
房
総
」
を
目
標
と
し
て
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
輝
か
し
い
新
市
の
未
来
は
、

温
暖
な
気
候
と
多
彩
な
産
物
、
そ
し
て
風
光
明

媚
な
自
然
も
約
束
し
て
い
ま
す
。

発
足
当
初
は
、
そ
の
歴
史
や
伝
統
、
ま
た
歩

ん
で
き
た
道
の
違
い
か
ら
、
幾
多
の
困
難
に
遭

遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
合
併
ま
で

の
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
知
恵
と
、

お
互
い
の
立
場
を
認
め
合
う
協
調
と
互
譲
の
精

神
に
よ
っ
て
、
新
市
民
が
等
し
く
望
ん
で
い
る

理
想
郷
実
現
の
た
め
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
築
き

上
げ
て
き
た
先
人
へ
の
報
恩
で
あ
り
ま
す
。

新
市
の
実
り
多
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
新
市

職
員
の
連
帯
感
は
強
く
、
ス
タ
ー
ト
は
順
調
で

す
。
さ
ら
に
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、
市

民
の
皆
様
が
合
併
の
実
り
を
体
感
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
市
、
南
房
総
市
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 南房総市長職務執行者

遠藤　一郎



南
房
総
市
は
、
房
総
半
島
の
最
南
端
に

位
置
し
、
房
総
丘
陵
を
抱
え
三
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
温
暖
な
地
域
で
す
。

豊
か
で
穏
や
か
な
自
然
と
四
季
折
々
に

咲
き
乱
れ
る
花
々
な
ど
、
沖
合
い
に
流
れ

る
黒
潮
の
影
響
を
受
け
た
自
然
の
資
源

と
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
遺
跡
や
社
寺

な
ど
の
歴
史
的
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
・
漁
業
を
中
心
に
発
展
し

て
き
た
こ
の
地
域
は
、
首
都
圏
か
ら
近
い

と
い
う
地
理
的
条
件
の
も
と
、
地
域
の
特

色
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
観
光
業
も
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
構
造
の
転
換
や

余
暇
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
る
農
業
・
漁

業
・
観
光
業
の
低
迷
、
若
年
層
の
地
域
外

流
出
な
ど
に
よ
る
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
な
ど
の
地
域
課
題
が
顕
在
化

し
、
今
ま
で
の
方
策
の
ま
ま
で
は
地
域
経

営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、

こ
の
地
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
地
域
の

良
さ
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
を
社
会
環
境

の
変
化
に
対
応
さ
せ
つ
つ
、
最
大
限
に
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

32006年 4 月号

そ
こ
で
、
新
市
に
お
い
て
は
、
地
域
づ

く
り
の
根
幹
で
あ
る
『
人
』
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ゆ
め
（
願
い
）
を
大
切
に
育
み
、
み

ら
い
（
将
来
）
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

７
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
地
域
の
力
（
人

・
自
然
・
産
業
・
歴
史
な
ど
）
を
ひ
と
つ

に
合
わ
せ
、
新
市
全
体
で
「
魅
力
の
郷

南
房
総
」
を
創
ろ
う
と
い
う
意
思
を
込
め

て
、
新
市
の
将
来
像
を

『
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い

地
域
で
創
る
魅
力
の
郷
　
南
房
総
』

と
し
ま
す
。

新
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

次
の
と
お
り
「
地
域
力
の
発
揮
」

「
や
す
ら
ぎ
の
実
現
」「
協
働
と
参
画
」

の
３
つ
の
基
本
理
念
を
定
め
ま
す
。

●
地
域
力
の
発
揮

地
域
の
資
源
を
活
力
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

●
や
す
ら
ぎ
の
実
現

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

●
協
働
と
参
画

と
も
に
考
え
行
動
す
る

ま
ち
づ
く
り

新
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
基

本
理
念
の
も
と
で
、「
産
業
・
雇
用
」「
交

通
・
情
報
通
信
」「
生
活
・
自
然
」「
保

健
・
医
療
・
福
祉
」「
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
」「
行
財
政
・
市
民
参
加
」
の
６

つ
の
柱
に
よ
り
、
新
市
建
設
の
基
本
方
針

を
定
め
ま
す
。

●
市
民
に
「
活
」
力
を
あ
た
え
る
ま
ち

（
産
業
・
雇
用
）

地
域
に
活
力
を
生
む
産
業
と
、
多
様
な

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
市
民
が
「
交
」
流
す
る
ま
ち

（
交
通
・
情
報
通
信
）

交
通
・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実
し
、
市
民
の
観
光
交
流
や
経
済
活
動
の

活
発
化
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
市
民
が
「
住
」
み
や
す
い
ま
ち

（
生
活
・
自
然
）

快
適
・
安
全
で
潤
い
の
あ
る
市
民
生
活

を
送
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
市
民
に
「
優
」
し
い
ま
ち

（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

市
民
誰
も
が
生
涯
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
市
民
が
「
輝
」
く
ま
ち

（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
）

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
知
的
活
動
と

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

●
市
民
が
「
創
」
る
ま
ち

（
行
財
政
・
市
民
参
加
）

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

南
房
総
市
の
将
来
像

眇 市民が「創」るまち（行財政・市民参加） 

盧 市民に「活」力をあたえるまち（産業・雇用） 
盪 市民が「交」流するまち（交通・情報通信） 

蘯 市民が「住」みやすいまち（生活・自然） 
盻 市民に「優」しいまち（保健・医療・福祉） 
眈 市民が「輝」くまち（教育・文化・スポーツ） 

『ひと・ゆめ・みらい　地域で創る魅力の郷　南房総』 

【新市の基本理念】 

【新市建設の基本方針】 

（1）地域力の発揮 （2）やすらぎの実現 

（3）協働と参画 

南
房
総
市
の
将
来
像
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市
役
所
の
業
務

本庁の業務 

企

画

部

 

総

務

部

 

保
健
福
祉
部
（
福
祉
事
務
所
） 

生

活

環

境

部

 

農

林

水

産

部

 

本
庁
別
館
２
階 

本
庁
別
館
２
階 

本
庁
１
階 

本
庁
１
階 

本庁１階 

本

庁

１

階

 

本

庁

別

館

１

階

 

病
院 

（
三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

   

三
芳
分
庁
舎
１
・
２
階 

本庁 
別館１階 

部 課　　名 係　　名 主 な 業 務  場  所 

企画政策課 
33‐1001

秘書広報課 
33‐1002

情報推進課 
33‐1003

総務課 
33‐1021

財政課 
33‐1022

税務課 
33‐1023
収納課 

33‐1024
社会福祉課 
36‐1151
健康増進課 
36‐1152
子育て支援課 
36‐1153

高齢者福祉課 
36‐1154

富浦地域福祉課 
33‐1041
富山国保病院 
58‐0301

市民課 
33‐1051

消防防災課 
33‐1052

農林振興課 
33‐1071

環境保全課 
33‐1053

行政改革推進室 
33‐1031

企画政策係 
 
地域調整係 
 
地域交通係 
統　計　係 
総合計画班 
秘　書　係 
市民相談係 
広　報　係 
情報政策係 
情報管理係 
管理調整係 
文書法規係 
給与厚生係 
人事研修係 
  
行政改革推進係 
  
財　政　係 
管　財　係 
事業監理係 
市 民 税 係  
資 産 税 係  
管 理 係  
収 納 係  
社会福祉係 
保 護 係  
保 健 係  
予 防 係  
子育て支援係 
保育推進係 
介護保険係 
 
高齢者福祉係 
 
保 健 係  
福 祉 係  
 
 
管理調整係 
戸籍住民係 
保険年金係 
消 防 係  
生活安全係 
環境企画係 
 
環境対策係 
 
施設管理係 
  
 
管理調整係 
 
農業振興係 
 
 
林業振興係 
 
 
農 村 整 備 係  
 
有害鳥獣対策係 
 
 
水産振興係 
 
　 
漁港整備係 

過疎・辺地計画、NPO、構造改革特区、男女共同参画  
半島振興法、総合保養地域整備法、国際交流、姉妹・友好都市、コミュニティ事業、
地域審議会、定住促進  
生活路線・市営路線バス、鉄道 
統計 
施策の企画立案・総合調整、総合計画 
秘書、儀式、表彰 
市民相談、公聴、請願・陳情・要望及び苦情の調整・処理、市政懇談会 
広報、市勢要覧 
情報化計画、地域情報化施策、行政情報化、電子自治体 
情報システム管理、情報セキュリティ 
部内・支所事務調整、行政連絡員、認可地縁団体、交通災害共済 
文書管理、訴訟、行政手続条例、情報公開、個人情報保護        
職員給与、特別職報酬、公務災害        
人事、職員の任免・分限・懲戒、職員配置、職員任用試験、職員研修  
  
事務改善、行政改革 
  
予算編成、地方交付税、財政運営、地方債        
財産取得・処分・管理、庁舎管理、公用車管理、支所・施設管理、市民バス管理        
指名業者選定審査会、入札参加資格、入札・契約事務、工事検査 
個人市民税、法人市民税、国民健康保険税、諸税 
土地、家屋、償却資産、交付金 
市税収入管理        
市税徴収、滞納処分 
社会福祉、障害者福祉  
生活保護、行旅死病人        
保健衛生、保健指導、妊婦・乳幼児、検診、訪問指導、栄養、献血、訪問看護        
感染症予防、予防接種、歯科保健、健康教育・相談、機能訓練、精神保健 
子育て支援、児童手当、児童扶養手当、乳幼児医療助成、児童遊園、児童虐待        
学童保育、保育所 
介護保険事業計画、資格、給付、保険料、認定審査、事業所指定（指導・監査） 
高齢者福祉計画、高齢者団体、高齢者福祉施設管理運営、在宅福祉、在宅介護支援セ
ンター  
保健指導、健康教育・健康相談、予防接種、検診、精神保健、栄養指導 
介護保険、福祉全般に係る各種申請受付及び相談 
 
内科、外科、呼吸器科、消化器科、肛門科、整形外科、リハビリテ－ション科 
 
部内・支所事務調整、人権啓発        
戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録        
国民年金、国民健康保険、老人保健 
消防団員管理運営、消防施設・機械管理、火災出動        
地域防災計画、防災行政無線、防犯対策、交通安全、防犯灯        
環境基本計画、環境審議会        
自然環境保全、不法投棄防止、一般廃棄物の処理・清掃、狂犬病予防、墓地・埋葬、
公害防止、浄化槽        
環境施設管理運営、一般廃棄物の処理・計画、一般廃棄物の収集・運搬・処分許可 
農業振興地域整備計画、農政審議会、農地保全・利用集積、農業後継者育成、農業資
金融資・利子補給 
農業団体、農業振興、畜産振興、農業経営、家畜保健衛生、家畜環境対策、農業経営
改善施策、水田農業構造改革対策 、園芸振興      
林業団体、緑化推進、森林保護・林業普及、林道、治山・地すべり防止        
土地改良団体、土地改良事業、農道・農業用排水施設、農地・農業用施設災害、農業
土木 
鳥獣保護、有害鳥獣対策 
水産振興、水産関係団体、漁業近代化資金利子補給、漁業後継者育成、漁港区域・海
岸保全区域管理        
漁港建設、施設維持管理、漁港施設災害  

水産振興課 
33‐1072
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市
役
所
の
業
務

商
工
観
光
部 

建

設

部

 水

道

部

 

教

育

委

員

会

 

本
庁
別
館
１
階 

本
庁
2
階 

各
　
　
　
支
　
　
　
所 

本
庁
別
館
２
階 

本庁 
１階 

本
庁
別
館
１
階 

（
丸
山
支
所
１
階
）
　

丸
山
分
庁
舎
１
階 

（
丸
山
支
所
２
階
）
　

丸
山
分
庁
舎
２
階 

本庁 
別館2階 

部 課　　名 係　　名 主 な 業 務  場  所 

商工観光課 
33‐1091

交流事業課 
33‐1092

建設課 
33‐1101

管理課 
33‐1102

管理課 
46‐2954

国土調査課 
46‐2926

業務課 
46‐2953

会計課 
33‐1141
教育総務課 
46‐2961

学校教育課 
46‐2962

生涯学習課 
46‐2963
スポーツ課 
46‐2964

議 会 事 務 局  
33‐1111

監 査 事 務 局  
33‐1121

選挙管理委員会事務局 
33‐1131

農業委員会事務局 
33‐1081

地 域 総 務 課  

地 域 福 祉 課  

地 域 事 業 課  

管理調整係 
商工振興係 
観光振興係 
企画振興係 
地域交流係 
計 画 係  
 
土 木 係  
 
維 持 係  
管理調整係 
建築住宅係 
用 地 係  
 
国土調査係  
 
 
庶 務 係  
 
業 務 係  
 
浄水場管理係 
 
 
建設配給水係 
 
出 納 係  
審 査 係  
庶 務 係  
施 設 係   
 
学 務 係  
 
指 導 係  
社会教育係 
文 化 財 係  
スポーツ係 
体育施設係 
 
庶 務 係  
 
議 事 係  
 
監 査 係  
 
 
 
農 政 係  
 
農 地 係  
 
総務振興係 
 
市民生活係 
 
出 納 係  
保 健 係  
福 祉 係  
 
環 境 係  
 
 
農林水産係 
 
 
商工観光係 
 
建 設 係  
 

部内・支所事務調整、労働対策 
商工振興、中小企業等利子補給、街灯維持管理、企業誘致、消費者保護 
観光振興、観光客誘致・観光思想普及、施設管理、観光振興計画、観光イベント 
第三セクター、道の駅施設管理運営、自然の宿「くすの木」管理運営、地域連携事業
都市交流・文化推進事業、フィルムコミッション 
道路・河川・橋梁の建設計画        
道路・橋梁新設改良、河川、急傾斜地崩壊対策事業、地すべり対策事業、公共土木施
設災害復旧事業 
道路・河川・橋梁維持 
部内・支所事務調整、公共用財産管理、道路認定、屋外広告物 
公営住宅管理、建築基準法、開発行為、都市計画 
用地取得、用地登記事務 
 
国土調査管理業務 
 
水道事業総合調整、公金等収納・保管・運用、会計事務、企業債・借入金 
 
水道料金調定、使用水量審査・認定、料金・手数料、開閉栓、水道メーター交換 
取水・浄水・送配水総合調整・運転業務、ダム・取水・浄水機械設備・電気設備保守
管理、水質管理 
拡張工事、老朽水道施設改良計画・工事、工事監督・指導、指定工事店登録・許可、
給水装置新規加入受付・承認、配水・給水施設保守管理 
出納事務、物品の出納・保管 
伝票審査、課の庶務 
教育委員会会議・請願、儀式・表彰、教育委員会所掌予算、教育財産管理 
小・中学校・幼稚園設置・廃止・管理・維持補修 
児童生徒の就学・管理、学級編制・管理運営、通学区域設定・変更、学校保健・安全、
学校勤務職員・児童生徒の健康診断、学校体育施設管理運営 
指導方針・重点施策策定、学校勤務職員の研修、教育課程・学習指導・生徒指導 
生涯学習振興、社会教育振興、国際交流推進、青少年相談員・青少年健全育成 
文化活動振興、文化財、文化財審議会 
社会体育振興・奨励、社会体育関係団体育成 
社会体育施設・学校体育施設開放 
　 
議員報酬、議長会、議会広報 
　 
本会議、委員会その他諸会議、請願・陳情 
 
監査検査・審査 
 
 
選挙事務  
 
法人化・農業経営合理化、農業生産・農業経営・農民生活調査・研究、農業委員会委
員選挙人名簿、総会・農政部会・運営委員会・農業者年金 
農地等の利用関係調整・自作農創設維持、交換分合、農地利用集積・利用促進、農地
基本台帳、農地部会 
地域振興、地域審議会、行政連絡員、教育関係窓口  
行政相談・法律相談、窓口案内・受付、戸籍・住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、
国民年金、国民健康保険、老人保健、税務相談、税務証明の発行 
税などの収納 
保健指導、健康教育・健康相談、母子保健、予防接種、検診、精神保健、栄養指導 
社会福祉、子育て支援、高齢者福祉、介護保険に係る各種申請受付及び相談 
自然環境保全、不法投棄防止、一般廃棄物処理、狂犬病予防、墓地・埋葬、公害防止、
浄化槽 
農林業振興、農産物処理加工施設、農地保全・利用集積、農業後継者育成、畜産振興、農道・農業
用排水施設、林業振興、林道整備管理、水産振興、漁港整備・維持管理 
商工振興、街路灯維持管理、観光振興、観光客誘致・観光思想普及、観光イベント 
道路・河川・橋梁・排水路等管理 
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支
所
組
織

〒299-2292　南房総市久枝257番地　FAX57-3002 
 

富山支所 
地域総務課 
TEL57-2511

地域福祉課 
TEL57-2513

地域事業課 
TEL57-2512

総務振興係・市民生活係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

保健係・福祉係・環境係 

〒295-0192　南房総市白浜町白浜3467番地1　FAX38-2591白浜支所 
地域総務課 
TEL38-3111

地域事業課 
TEL38-3112

白浜保健福祉センター 
「はまゆう」 

地域福祉課 
TEL30-5120

総務振興係・市民生活係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

 

〒294-8701　南房総市谷向100番地　FAX36-2571三芳支所 
地域総務課 
TEL36-2111

地域事業課 
TEL36-2112

総務振興係・市民生活係・環境係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

 

〒295-8601　南房総市千倉町瀬戸2294番地　FAX40-1013千倉支所 
地域総務課 
TEL44-1111

地域福祉課 
TEL44-1113

地域事業課 
TEL44-1112

保健係・福祉係・環境係 

〒299-2592　南房総市岩糸2489番地　FAX46-3991丸山支所 
地域総務課 
TEL46-3111

地域事業課 
TEL46-3112

丸山保健福祉センター 
「ほのぼの」 

地域福祉課 
TEL40-5111

総務振興係・市民生活係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

保健係・福祉係・環境係 

〒299-2792　南房総市和田町仁我浦243番地　FAX47-4181和田支所 
地域総務課 
TEL47-3111

地域事業課 
TEL47-3112

和田地域福祉センター 
「やすらぎ」 

地域福祉課 
TEL47-5390

総務振興係・市民生活係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

保健係・福祉係・環境係 

千倉保健センター 
地域福祉課 
TEL44-5611

総務振興係・市民生活係・出納係 

農林水産係・商工観光係・建設係 

福祉係・環境係 

保健係 
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本
市
が
位
置
す
る
安
房
地
域
は
、
７
１

８
年
に
上
総
国
か
ら
分
か
れ
安
房
国
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
旦
は
国
を
廃
さ

れ
上
総
国
へ
合
併
さ
れ
ま
し
た
が
７
５
７

年
に
再
び
安
房
国
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

か
つ
て
は
多
数
の
荘
国
が
存
在
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
中
世
末
ま
で
統
治
者
の
交

代
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
戦
国
時

代
に
入
り
、
15
世
紀
中
頃
に
里
見
氏
が
安

房
統
一
を
果
た
し
、
戦
国
末
期
に
館
山
城

を
築
城
し
て
安
房
国
統
治
の
拠
点
と
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
里
見
氏
は
、
江
戸
幕

地
域
の
歴
史 南房総市の合併の変遷南房総市の合併の変遷 南房総市の合併の変遷 

和 田 町  丸 　 村  千 倉 町  白 浜 町  国 府 村  岩 井 町  富 浦 町  

北三原村 豊 田 村  七 浦 村  長 尾 村  滝 田 村  

千倉町の一部 
（旧千歳村） 

健 田 村  

千 歳 村  

稲 都 村  

平 群 村  八 束 村  

和 田 町  丸 山 町  千 倉 町  白 浜 町  三 芳 村  富 山 町  富 浦 町  

平成18年03月20日　南房総市誕生 

平成17年05月13日　廃置分合を総務大臣が告示 

平成17年02月18日　千葉県知事への廃置分合の申請 

平成17年02月08日　富浦町・富山町・三芳村・白浜町・千倉町・丸山町・和田町合併協定調印式 

平成16年12月15日　安房7町村合併協議会設置 

平成14年03月25日　千葉県知事が合併重点支援地域に指定（安房11市町村）から 
平成17年02月28日　安房8町村合併協議会解散までの紆余曲折な経緯 

S30.3.31 合併 

南三原村 
の一部 

S31.9.1 編入 

南三原村 
の一部 

S31.9.1 編入 S29.8.1 編入 

S30.3.15 合併 S29.4.1 合併 S29.3.3 合併 S28.5.1合併 S30.2.11 合併 S30.3.31合併 

地
域
の
歴
史

岩井町 
平群村 

丸 
村 

富
浦
町 

八束村 
滝田村 和 

田 
町 

北 
三 
原 
村 

南三原村 南三原村 

稲都村 稲都村 

国府村 国府村 
豊田村 

千歳村千歳村 千歳村 

健田村 

千倉町 

七浦村七浦村 七浦村 

白浜町 長尾村長尾村 長尾村 

昭和の大合併以前の町村界と 
　　　　　　　　現在の町村界 

市町村界（2003年4月1日現在） 
1953（昭和28）年4月30日現在 
の町村界 

資料：千葉県史「千葉県の歴史　別編　地誌1」 

府
に
よ
る
全
国
支
配
体
制
の
確
立
に
よ

り
、
１
６
１
４
年
に
改
易
さ
れ
、
以
降
こ

の
地
は
旗
本
領
、
天
領
、
小
大
名
の
領
地

と
し
て
分
割
統
治
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
に
入
り
、
明
治
11
年
の
郡
区
町
編

成
法
施
行
に
よ
り
郡
制
を
施
行
、
明
治
30

年
に
は
「
交
通
の
便
が
相
互
に
あ
り
、
か

つ
民
情
風
俗
に
大
差
が
な
い
」
と
い
う
理

由
か
ら
、
安
房
郡
、
平
郡
、
朝
夷
郡
、
長

狭
郡
の
４
郡
を
合
併
し
て
、
現
在
の
安
房

郡
の
前
身
と
な
る
「
安
房
郡
」
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
30
年
前
後
に
相
次
い
だ
町

村
合
併
を
経
て
、
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し

た
。



（
10
名
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。
事
前
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
６
月
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、

週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
講
習
会
を
開
催
予
定

で
す
の
で
、
日
程
の
照
会
は
開
催
月
前
月

の
25
日
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
る

か
、
元
気
倶
楽
部
館
内
の
掲
示
を
閲
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

℡
　
33
―
３
４
１
１

館
山
労
働
基
準
監
督
署
は
再
編
整
備
に

よ
り
３
月
30
日
で
廃
止
さ
れ
、
木
更
津
労

働
基
準
監
督
署
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

木
更
津
労
働
基
準
監
督
署

℡
　
０
４
３
８
―
22
―
６
１
６
５

合
併
後
の
裁
判
所
の
管
轄
区
域
は
、
合

併
前
の
管
轄
区
域
と
同
じ
で
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
地
方
・
家
庭
裁
判
所
の
支
部
　
館
山

・
簡
易
裁
判
所
　
館
山

問
い
合
わ
せ

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所

℡
　
０
４
３
―
２
２
２
―
０
６
１
５
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赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
人
道
的

な
諸
活
動
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
人
々
が

集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
、
赤
十

字
活
動
の
推
進
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

社
員
増
強
・
社
資
募
集
運
動
の
推
進

活
動

・
社
員
と
は
、
赤
十
字
活
動
に
毎
年
５
０

０
円
以
上
寄
付
を
し
て
く
れ
る
人
で
す
。

・
社
資
と
は
赤
十
字
活
動
資
金
の
こ
と

で
、
一
般
社
資
と
法
人
社
資
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
社
資
と
は
、
個
人
か
ら
の
寄
付

金
で
、
法
人
社
資
と
は
、
事
業
所
な
ど

か
ら
の
寄
付
金
の
こ
と
で
す
。

２．

災
害
救
護
に
関
す
る
活
動

・
災
害
に
備
え
て
、
非
常
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
を
行
っ
た
り
、
大
規
模
な
災
害

発
生
時
に
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
生

活
用
品
や
毛
布
な
ど
の
救
援
物
資
を
配

付
し
た
り
す
る
活
動
で
す
。

３．

献
血
推
進
に
関
す
る
活
動

４．

救
急
法
な
ど
の
普
及
に
関
す
る
活
動

・
各
地
区
の
防
災
訓
練
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
す
。

・
救
急
法
の
講
習
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

５．

社
会
福
祉
な
ど
に
お
け
る
活
動

・
施
設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

南
房
総
市
で
は
、
奉
仕
団
員
が
不
足
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

奉
仕
団
員
に
な
ら
れ
た
人
に
は
、
救
急

法
な
ど
の
講
習
会
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加

お
よ
び
法
人
社
資
募
集
活
動
な
ど
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

は
、
４
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

南
房
総
市
社
会
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係
　

℡
　
36
―
１
１
５
１

市
で
は
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
心

と
か
ら
だ
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
豊
か

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め

に
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
に
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
な
ど
有
酸
素
運
動
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
６
台
・
筋
力
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
８
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
は
、
市
の
講

習
会
を
受
講
し
登
録
証
を
発
行
さ
れ
た
人

の
み
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
５
月
は

次
の
日
程
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
５
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

・
５
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

・
５
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

・
５
月
26
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら

・
５
月
29
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

※
す
べ
て
、
２
時
間
程
度
の
講
習
で
す
。

場
　
所

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
健
康
増

進
室

対
象
者

高
校
生
以
上
（
16
歳
以
上
）

内
　
容

健
康
増
進
室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
、
登
録
証
の
発
行

持
ち
物
等

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内

シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

講
習
会
の
申
込
み
方
法

５
月
の
講
習
会

は
、
５
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電

話
受
付
を
開
始
し
、
各
回
そ
れ
ぞ
れ
定
員

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

赤
十
字
奉
仕
団
員
募
集

裁
判
所
の
管
轄
区
域

館
山
労
働
基
準
監
督
署
の
統
合

平成17年度赤十字活動のあらまし 

平成17年度 
活動資金 

809,002千円 

支部が直接参加する海外救援事業に支部が直接参加する海外救援事業に 
10,11110,111千円千円 

国内災害救護及び国内災害救護及び 
救急医療機器の整備に救急医療機器の整備に 
164,014164,014千円千円 

業務管理運営に業務管理運営に 
146,146146,146千円千円 社員増強･社資募集運動 

及び赤十字思想普及に 
84,63084,630千円千円 

 

本社事業本社事業 
(国際活動など国際活動など)に 
86,25086,250千円千円 

奉仕団活動及び奉仕団活動及び 
青少年の健全育成に青少年の健全育成に 

67,84067,840千円千円 
 

献血推進に献血推進に 
11,85011,850千円千円 支部が直接参加する海外救援事業に 

10,111千円 

国内災害救護及び 
救急医療機器の整備に 
164,014千円 

業務管理運営に 
146,146千円 

救急法･介護法講習会の 
普及と社会福祉活動に 
72,82172,821千円千円 

救急法･介護法講習会の 
普及と社会福祉活動に 
72,821千円 

社員増強･社資募集運動 
及び赤十字思想普及に 

84,630千円 
 

本社事業 
(国際活動など)に 
86,250千円 

奉仕団活動及び 
青少年の健全育成に 

67,840千円 
 

災害救護設備整備の災害救護設備整備の 
ための積み立てにための積み立てに 
62,00062,000千円千円 

災害救護設備整備の 
ための積み立てに 
62,000千円 

献血推進に 
11,850千円 

平成17年度赤十字活動のあらまし 

平成17年度 
活動資金 

809,002千円 

支部が直接参加する海外救援事業に支部が直接参加する海外救援事業に 
10,11110,111千円千円 

国内災害救護及び国内災害救護及び 
救急医療機器の整備に救急医療機器の整備に 
164,014164,014千円千円 

業務管理運営に業務管理運営に 
146,146146,146千円千円 社員増強･社資募集運動 

及び赤十字思想普及に 
84,63084,630千円千円 

 

本社事業本社事業 
(国際活動など国際活動など)に 
86,25086,250千円千円 

奉仕団活動及び奉仕団活動及び 
青少年の健全育成に青少年の健全育成に 

67,84067,840千円千円 
 

献血推進に献血推進に 
11,85011,850千円千円 支部が直接参加する海外救援事業に 

10,111千円 

国内災害救護及び 
救急医療機器の整備に 
164,014千円 

業務管理運営に 
146,146千円 

救急法･介護法講習会の 
普及と社会福祉活動に 
72,82172,821千円千円 

救急法･介護法講習会の 
普及と社会福祉活動に 
72,821千円 

資料：日本赤十字社 
　　 千葉県支部 

地域(市町村)の 
赤十字活動に 

103,340103,340千円千円 

地域(市町村)の 
赤十字活動に 

103,340千円 

社員増強･社資募集運動 
及び赤十字思想普及に 

84,630千円 
 

本社事業 
(国際活動など)に 
86,250千円 

奉仕団活動及び 
青少年の健全育成に 

67,840千円 
 

災害救護設備整備の災害救護設備整備の 
ための積み立てにための積み立てに 
62,00062,000千円千円 

災害救護設備整備の 
ための積み立てに 
62,000千円 

献血推進に 
11,850千円 

ニ
コ
ニ
コ
貯
筋
で
健
康
づ
く
り



生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
必

ず
登
録
・
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
左

記
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
注
射

の
際
に
は
次
の
と
お
り
手
数
料
お
よ
び
注

射
料
が
か
か
り
ま
す
。

手
数
料

《
既
に
登
録
済
の
犬
》

・
注
射
済
票
　
５
５
０
円

・
注
射
料
　
２
８
０
０
円

計
　
３
３
５
０
円

４
月
20
日 

白浜地区 

千倉地区 

丸山地区 

乙浜集落センター前 
第１分団詰所前 
安房農協白浜支店 
自然休養村管理センター 
青木経営管理所 
野島公園ステージ西側 
安房農協東横渚出荷所 
川下会館 
本郷コミュニティーセンター 
砂取事務所 
根本公民館 

大貫コミュニティ集会所 
川戸青年館 
宇田記念碑前 
長久橋付近ゴミステーション前（長井） 
川合地蔵院駐車場 
房州ちくら漁協白子瀬戸支所前 
矢原旧瀬戸漁協跡地 
下瀬戸農業集落センター 
上瀬戸高橋竹材店資材置き場 
南房総市役所千倉支所前 

9時00分 

9時25分 

9時55分 

10時30分 

11時05分 

11時30分 

13時10分 

13時50分 

14時30分 

15時00分 

15時30分 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

9時20分 

9時45分 

10時25分 

11時00分 

11時25分 

12時10分 

13時40分 

14時20分 

14時50分 

15時20分 

16時00分 

9時00分 

9時30分 

10時05分 

10時40分 

11時00分 

11時30分 

13時00分 

13時20分 

13時45分 

14時15分 

14時35分 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

9時20分 

9時55分 

10時30分 

10時50分 

11時20分 

11時50分 

13時10分 

13時35分 

14時05分 

14時25分 

14時50分 

9時00分 

9時30分 

9時55分 

10時15分 

10時45分 

11時05分 

11時35分 

13時00分 

13時30分 

14時00分 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

9時20分 

9時45分 

10時05分 

10時35分 

10時55分 

11時25分 

11時50分 

13時20分 

13時50分 

14時30分 

場　　　　　所 時　　　　間 

場　　　　　所 時　　　　間 

４
月
17
日 

４
月
24
日 
４
月
25
日 

場　　　　　所 時　　　　間 

大丸駐車場 
高家神社駐車場 
南千倉海水浴場駐車場（元助商店前） 
千倉公民館駐車場 
平舘コミュニティ集会所前 
忽戸コミュニティ集会所前 
川口天草倉庫前  
平磯コミュニティ集会所前 
房州ちくら漁協南部漁村センター 
大川防火用水前 
白間津コミュニティ集会所 

9時30分 

10時45分 

11時30分 

13時15分 

14時00分 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

10時30分 

11時15分 

11時50分 

13時40分 

14時30分 

旧安房農協千歳支店 
加茂集荷所 
沓見青年館 
小戸青年館 
南房総市役所丸山支所 

9時30分 

10時25分 

10時50分 

11時20分 

13時15分 

14時00分 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

10時10分 

10時40分 

11時10分 

11時50分 

13時50分 

14時30分 

大井青年館 
犬切集会所 
鯨岡集会所 
宮下中森集会所 
丸山保健福祉センター 「ほのぼの」 
市場集会所 

４
月
26
日 

2006年 4 月号 9

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射

平
成
18
年
度
予
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

同
組
合
は
、
安
房
の
３
市
１
町
で
構
成
し
、

私
た
ち
の
市
は
、
本
年
度
に
８
億
８
千
７

百
44
万
１
千
円
の
負
担
金
を
支
払
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

市
町
村
圏
の
振
興
整
備
に
関
す
る
計

画
の
策
定
お
よ
び
そ
の
実
施
の
た
め

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

２．

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、
管
理

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
こ
と

３．

火
葬
場
施
設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び

安
房
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合

4月19日 
（水） 

4月20日 
（木） 

4月21日 
（金） 

4月26日 
（水） 

13時30分～ 白 浜 保 健 福 祉 セ ン タ ー 
「はまゆう2階」 

和 田 地 域 福 祉 セ ン タ ー  
 「やすらぎ」 

　16時00分 

10時00分～ 
　15時00分 

10時00分～ 
　15時00分 

13時30分～ 
　16時00分 

日 程 時　間 会　　　場 

丸 山 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

三 芳 支 所 相 談 室  

４月の行政相談日

《
初
め
て
登
録
す
る
犬
》

・
登
録
料
　
３
０
０
０
円

・
注
射
済
票
　
５
５
０
円

・
注
射
料
　
２
８
０
０
円

計
　
６
３
５
０
円

不
明
な
点
は
環
境
保
全
課
ま
た
は
各
地

域
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
房
総
市
環
境
保
全
課

℡
　
33
―
１
０
５
４

運
営
に
関
す
る
こ
と

４．

消
防
事
務
（
消
防
団
事
務
を
除
く
。）

お
よ
び
救
急
業
務
に
関
す
る
こ
と

５．

関
係
市
町
の
職
員
の
共
同
研
修
お
よ

び
統
一
採
用
試
験
に
関
す
る
こ
と

６．

福
祉
施
設
建
設
の
一
部
助
成
に
関
す

る
こ
と

７．

地
域
救
急
医
療
に
関
す
る
こ
と

閲
覧
場
所

南
房
総
市
役
所
　
本
庁
別
館
２
階

企
画
部
企
画
政
策
課
お
よ
び
各
支
所
地

域
総
務
課



10 2006年 4 月号

こ
の
選
挙
は
、
新
し
い
「
南
房
総
市
」

の
代
表
と
し
て
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
く
れ
る
代
表
者

を
直
接
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

一
票
の
重
さ
を
自
覚
し
て
、
自
ら
の
意

思
で
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

◆
選
挙
の
区
域

○
市
長
選
挙

選
挙
の
区
域
は
南
房
総
市
全
域
で
す
。

○
市
議
会
議
員
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
旧
町
村
ご
と

に
７
選
挙
区
に
よ
る
選
挙
で
す
。

◆
投
票
日

４
月
23
日
（
日
）

◆
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

４
月
16
日
（
日
）

◆
投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
投
票
場
所

旧
町
村
の
投
票
所
と
同
じ
（
11
頁
）

◆
投
票
で
き
る
人

次
の
要
件
を
満
た
し
、
南
房
総
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

○
年
齢
要
件

昭
和
61
年
４
月
24
日
以
前
に
生
ま
れ

た
者

○
住
所
要
件

平
成
18
年
１
月
15
日
ま
で
に
旧
７
町

村
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
南
房
総
市
に
住
所
を
有
す
る
者

※

た
だ
し
、
投
票
（
当
日
投
票
ま
た
は

期
日
前
投
票
）
す
る
ま
で
に
市
外
に
転

出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※

平
成
18
年
３
月
20
日
以
後
に
市
内
で

住
所
が
変
わ
っ
た
人
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
人
に
、
世
帯
ご
と
に
葉
書

で
郵
送
し
ま
す
。

葉
書
に
は
同
一
世
帯
３
人
ま
で
の
入
場

券
が
付
い
て
い
ま
す
。
投
票
に
出
か
け
る

と
き
は
、
自
分
の
入
場
券
を
切
り
取
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
、忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

も
し
、
届
か
な
い
と
き
や
無
く
し
た
と

き
は
、
投
票
所
の
受
付
係
に
そ
の
旨
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
指
定
病
院
な
ど
の
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
す
る
場
合
は
あ

ら
か
じ
め
施
設
な
ど
の
管
理
者
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票
と
点
字
投
票

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
係
員
の
代
筆
で
投
票
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
点
字
で
投
票
さ
れ
る
人
は
、
投

票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

仕
事
、
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
場
所
は
お
住
ま
い
の
住
所

（
平
成
18
年
３
月
20
日
現
在
）
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

○
期
間

４
月
17
日
（
月
）
か
ら
４
月
22
日
（
土
）

○
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

○
場
所

（
左
表
の
と
お
り
）

選
挙
の
お
知
ら
せ

選挙区 

富浦選挙区 

富山選挙区 

三芳選挙区 

白浜選挙区 

千倉選挙区 

丸山選挙区 

和田選挙区 

区　　域 

旧富浦町の区域 

旧富山町の区域 

旧三芳村の区域 

旧白浜町の区域 

旧千倉町の区域 

旧丸山町の区域 

旧和田町の区域 

定数（人） 

3 

3 

3 

3 

7 

3 

3

投票できる人の住所地 

旧富浦町の区域 

旧富山町の区域 

旧三芳村の区域 

旧白浜町の区域 

旧千倉町の区域 

旧丸山町の区域 

旧和田町の区域 

期日前投票所 

南房総市役所別館１階ロビー 

南房総市役所富山支所１階食堂 

南房総市役所三芳支所大会議室 

南房総市役所白浜支所１階防災室 

南房総市役所千倉支所２階 

南房総市役所丸山支所１階ロビー 

和田コミュニティセンター１階ロビー 

月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
で
す 

4

23
月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
で
す 

4

23
月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
で
す 

4

23
月
　
日
（
日
）
は
南
房
総
市
長
・
南
房
総
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す 

4

23
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◆
選
挙
公
報
（
市
長
選
挙
）

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込

み
で
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
公

共
施
設
に
選
挙
公
報
を
置
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
票
（
即
日
開
票
）

○
場
所
　
南
房
総
市
富
浦
体
育
館

○
時
間
　
午
後
10
時
か
ら

問
い
合
せ
先

南
房
総
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
　
33
―
１
１
３
１

選
挙
の
お
知
ら
せ

南
房
総
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

◆
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

4
月
26
日
（
水
）

◆
投
票
日

5
月
3
日
（
水
）

◆
投
票
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

◆
選
挙
区

▽
第
1
（
旧
富
浦
町
・
旧
三
芳
村
）

▽
第
2
（
旧
富
山
町
）

▽
第
3
（
旧
白
浜
町
・
旧
千
倉
町
）

▽
第
4
（
旧
丸
山
町
・
旧
和
田
町
）

※
詳
し
く
は
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

南
房
総
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
所 

選
挙
区 

投
票
区 

投　票　所 
選
挙
区 

投
票
区 

投　票　所 

南無谷枇杷倉庫 

原岡区公会堂 

多田良公会堂 

南房総市立八束小学校体育館 

大津公会堂 

豊岡青年館 

久枝青年館 

南房総市立岩井小学校屋内運動場 

漁業協同組合事務所 

合戸青年館 

二部中央青年館 

富山コミュニティセンター 

平久里下青年館 

滝田公民館 

三芳農村環境改善センター 

三芳花束加工施設研修室 

増間コミュニティセンター 

乙浜集落センター 

塩浦構造改善センター 

原経営管理所 

南房総市役所白浜支所 

青木経営管理所 

島崎公会堂 

西横渚区集会所 

川下会館 

砂取事務所 

根本集会場 

大貫コミュニティ集会所 

南房総市立健田小学校屋内運動場 

寺庭地区コミュニティ集会所 

千倉公民館 

平舘コミュニティ集会所 

忽戸コミュニティ集会所 

平磯コミュニティ集会所 

大川コミュニティ集会所 

白子東浜･川端コミュニティ集会所 

大井青年館 

宮下集会所 

丸山保健福祉センター 

丸本郷集会所 

小戸青年館 

南房総市役所丸山支所 

沓見青年館 

加茂集荷所 

千歳ミーティングハウス 

柴区集会所 

和田コミュニティセンター 

和田町漁業協同館 

真浦区集会所 

北三原多目的研修集会施設 

自然の宿くすの木多目的ホール 

南三原公民館 

南房総市立和田中学校被服室 

富
浦
選
挙
区

 

富
山
選
挙
区

 

三
芳
選
挙
区 

白
浜
選
挙
区

 

千
倉
選
挙
区

 

丸
山
選
挙
区

 

和
田
選
挙
区

 
 

１ 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 
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３
月
27
日
（
月
）、
市
関
係
者
と
市
内

の
集
配
７
郵
便
局
の
局
長
が
出
席
し
、
南

房
総
市
役
所
で
「
災
害
時
に
お
け
る
南
房

総
市
、
南
房
総
市
内
集
配
郵
便
局
間
の
協

力
に
関
す
る
覚
書
」
ほ
か
４
件
を
締
結
し

ま
し
た
。

締
結
さ
れ
た
覚
書
な
ど

１．

災
害
時
に
お
け
る
南
房
総
市
、
南
房

総
市
内
集
配
郵
便
局
間
の
協
力
に
関
す

る
覚
書

２．

通
学
路
な
ど
に
お
け
る
不
審
者
に
関

す
る
情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書

３．

通
学
路
の
損
傷
な
ど
の
情
報
に
関
す

る
覚
書

４．

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支

援
要
項

５．

南
房
総
市
市
税
な
ど
の
収
納
事
務
取

扱
に
関
す
る
協
定
書

「
南
房
総
市
」
誕
生
を
記
念
し
、
安
房

７
町
村
合
併
協
議
会
主
催
の
エ
リ
ア
７
町

村
を
巡
る
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
抽
選
が
３
月
27
日
（
月
）
行

わ
れ
、
４
３
２
通
の
応
募
者
の
中
か
ら
次

の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
人

気
投
票
で
は
、
丸
山
町
が
１
位
と
な
り
投

票
し
た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で
10
人
に
お

た
の
し
み
賞
と
し
て
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
商
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
歩
こ
う
！
　
花
と
海
と
太
陽
と
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ

が
３
月
４
日
と
５
日
の
両
日
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

好
天
の
下
、
千
倉
中
学
校
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
地
元
の
小
中
学
生
を
は
じ

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

覚書を取り交わす、遠藤市長職務執行者（右）と
市内の集配7郵便局代表　大坂富浦郵便局長（左）

生
活
環
境
の
安
全
確
保

南
房
総
市
誕
生
記
念

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

結
果
発
表

抽選をする、遠藤市長職務執行者千倉中学校からのスタート

４
月
４
日
（
火
）、
南
房
総
市
役
所
で

寄
付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
富
浦
実
行
委
員
会
か
ら
骨

髄
移
植
推
進
財
団
へ
10
万
１
千
１
０
０
円

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は
、
３

月
18
日
（
土
）、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

で
町
民
イ
ベ
ン
ト
「
あ
り
が
と
う
富
浦
」

を
開
催
し
、「
富
浦
宝
く
じ
（
富
く
じ
）」

の
販
売
な
ど
で
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

骨
髄
バ
ン
ク
へ
寄
付

お
す
す
め
産
品
賞
（
７
０
０
０
円
相
当
） 

飯
　
田
　
純
　
子
（
名
古
屋
市
） 

長
谷
川
　
真
由
美
（
千
葉
市
） 

三
　
浦
　
明
　
子
（
あ
き
る
野
市
） 

新
　
井
　
徳
　
康
（
足
立
区
） 

神
　
戸
　
和
　
美
（
川
崎
市
） 

平
　
井
　
政
　
男
（
流
山
市
） 

苅
　
込
　
利
　
雄
（
君
津
市
） 

野
　
崎
　
久
美
子
（
館
山
市
） 

玉
　
沢
　
元
　
海
（
館
山
市
） 

茂
　
木
　
八
重
子
（
葛
飾
区
） 

お
た
の
し
み
賞
（
１
０
０
０
円
相
当
） 

佐
久
間
　
範
　
子
（
君
津
市
） 

萩
　
野
　
晃
　
司
（
所
沢
市
） 

井
　
関
　
英
　
生
（
横
浜
市
） 

中
　
村
　
文
　
恵
（
千
葉
市
） 

酒
　
井
　
大
　
輝
（
館
山
市
） 

澁
　
尾
　
奈
　
美
（
館
山
市
） 

大
　
内
　
一
　
枝
（
ひ
た
ち
な
か
市
） 

蝦
　
名
　
孝
　
久
（
弘
前
市
） 

谷
　
　
　
麻
　
紀
（
佐
倉
市
） 

嶋
　
本
　
貴
　
子
（
千
葉
市
） 

め
、
全
国
の
ハ
イ
カ
ー
約
５
千
５
０
０
人

が
参
加
し
、
菜
の
花
咲
く
丸
山
・
和
田
浦

海
岸
ル
ー
ト
お
よ
び
白
浜
・
野
島
崎
灯
台

ル
ー
ト
を
歩
き
、
花
畑
を
眺
め
な
が
ら
一

足
早
い
房
総
の
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
大
会
の
関
係
に
あ
る
ベ
ル

ギ
ー
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
べ
ル
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
や
ベ
ル
ギ
ー
大
使
夫
妻
も
参
加
し

ま
し
た
。

財団の大久保さん（左）と実行委員の
石井さん（中央）、酒井さん（右）
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▼
企
画
部

企
画
部
長
　
上
野
勝
美
／
参
事
兼
企
画
政
策
課
長

宇
山
高
俊
／
企
画
政
策
課
主
幹
（
安
房
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
派
遣
）

朝
倉
和
利
／
秘
書

広
報
課
長
　
田
村
正
義
／
情
報
推
進
課
長
　
嶋
田
守

▼
総
務
部

総
務
部
長
　
和
田
和
正
／
議
会
担
当
部
長
　
栗
原

重
雄
／
参
事
兼
総
務
課
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
長
　
岡
崎
好
夫
／
総
務
課
主
幹
　
大
坪
照

雄
／
行
政
改
革
推
進
室
長
　
関
良
成
／
財
政
課
長

渡
辺
満
／
税
務
課
長
　
川
崎
浩
／
収
納
課
長
（
併
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局
長
　
長
谷
川
毅

▼
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長
　
森
田
純
示
／
参
事
兼
社
会
福
祉

課
長
　
早
川
清
巳
／
健
康
増
進
課
長
　
御
子
神
善

彦
／
子
育
て
支
援
課
長
　
吉
田
勇
／
高
齢
者
福
祉

課
長
　
吉
井
英
明
／
富
浦
地
域
福
祉
課
長
　
鈴
木

敏
明
／
富
山
国
保
病
院
事
務
長
　
渡
邊
惠
一

▼
生
活
環
境
部

生
活
環
境
部
長
　
近
田
秀
樹
／
参
事
兼
市
民
課
長

新
井
文
夫
／
消
防
防
災
課
長
　
山
田
昭
／
環
境
保

全
課
長
　
三
浦
恒
雄
／
環
境
保
全
課
主
幹
（
鴨
川

市
南
房
総
市
環
境
衛
生
組
合
派
遣
）

實
方
和

博
／
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
　
本
間
利
夫
／
千

倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
　
渡
辺
誠

▼
農
林
水
産
部

農
林
水
産
部
長
　
渡
辺
静
夫
／
参
事
兼
農
林
振
興

課
長
　
北
見
和
美
／
農
林
振
興
課
主
幹
　
尾
形
三

夫
／
水
産
振
興
課
長
　
豊
崎
壽
明

▼
商
工
観
光
部

商
工
観
光
部
長
　
加
藤
文
男
／
参
事
兼
商
工
観
光

課
長
　
篠
原
茂
幸
／
商
工
観
光
課
主
幹
兼
商
工
観

光
課
長
補
佐
　
山
口
幸
弘
／
交
流
事
業
課
長
　
宇

山
富
一

▼
建
設
部

建
設
部
長
　
高
梨
房
夫
／
参
事
兼
建
設
課
長
　
吉

田
幸
夫
／
建
設
課
主
幹
兼
建
設
課
長
補
佐
　
能
重

房
雄
／
管
理
課
長
　
御
子
神
茂
／
国
土
調
査
課
長

植
木
峰
良

▼
水
道
部

水
道
部
長
　
吉
田
多
嘉
男
／
参
事
兼
業
務
課
長

加
藤
博
和
／
管
理
課
長
　
大
久
保
清
己
／
管
理
課

主
幹
兼
管
理
課
長
補
佐
　
宇
山
章
人

▼
会
計
課

会
計
課
長
　
粕
谷
新
悟

▼
富
山
支
所

富
山
支
所
長
　
福
原
啓
夫
／
参
事
兼
地
域
総
務
課

長
　
川
名
一
嘉
／
地
域
福
祉
課
長
　
服
部
裕
子
／

地
域
事
業
課
長
　
長
居
俊
孝

▼
三
芳
支
所

三
芳
支
所
長
　
吉
野
充
／
参
事
兼
地
域
総
務
課
長

川
名
敏
夫
／
地
域
事
業
課
長
　
稲
葉
晃
一

▼
白
浜
支
所

白
浜
支
所
長
　
闍
木
栄
治
／
参
事
兼
地
域
総
務
課

長
　
荒
井
光
夫
／
地
域
福
祉
課
長
　
国
府
田
秀

樹
／
地
域
事
業
課
長
　
早
川
郁
夫
／
地
域
事
業
課

主
幹
兼
地
域
事
業
課
長
補
佐
　
宇
治
原
洋
一

人
事
紹
介

４
月
１
日
（
土
）、
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、
遠
藤
一
郎
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
、
青
木
消

防
団
長
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
本
部
お
よ
び
分
団
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
団
長

青
木
克
巳

副

団

長

古
内
義
教
／
井
田
　
弘

第
１
支
団
長
　
川
闢
裕
史
（
富
浦
地
区
）

副
支
団
長
　
木
村
庸
一
／
正
木
義
明

第
２
支
団
長
　
釼
持
保
雄
（
富
山
地
区
）

副
支
団
長
　
安
藤
俊
明
／
山
木
　
栄

第
３
支
団
長
　
君
塚
弘
和
（
三
芳
地
区
）

副
支
団
長
　
眞
田
和
広
／
田
原
晴
夫

第
４
支
団
長
　
相
川
　
徹
（
白
浜
地
区
）

副
支
団
長
　
押
元
善
幸
／
本
橋
太
一

第
５
支
団
長
　
鈴
木
勝
一
（
千
倉
地
区
）

副
支
団
長
　
安
田
　
稔
／
早
戸
民
夫

第
６
支
団
長
　
小
泉
規
惠
（
丸
山
地
区
）

副
支
団
長
　
関
上
　
繁
／
青
木
昭
夫

第
７
支
団
長
　
杉
本
信
行
（
和
田
地
区
）

副
支
団
長
　
川
名
正
敏
／
鈴
木
將
人

第
１
支
団
分
団
長

山
田
隆
治
（
第
１
分
団
）

田
中
泰
夫
（
第
２
分
団
）

高
山
茂
則
（
第
３
分
団
）

第
２
支
団
分
団
長

金
木
哲
也
（
第
１
分
団
）

森
　
広
幸
（
第
２
分
団
）

川
崎
幸
男
（
第
３
分
団
）

高
梨
大
士
（
第
４
分
団
）

須
賀
仙
雄
（
第
５
分
団
）

加
藤
徹
也
（
第
６
分
団
）

第
３
支
団
分
団
長

川
名
　
崇
（
第
１
分
団
）

神
作
浩
史
（
第
２
分
団
）

岩
堀
良
崇
（
第
３
分
団
）

第
４
支
団
分
団
長

早
川
　
茂
（
第
１
分
団
）

宇
山
　
誠
（
第
２
分
団
）

星
野
正
人
（
第
３
分
団
）

小
笠
原
清
一
（
第
４
分
団
）

小
谷
新
哉
（
第
５
分
団
）

第
５
支
団
分
団
長

川
津
幹
雄
（
第
１
分
団
）

加
藤
久
通
（
第
２
分
団
）

青
木
　
学
（
第
３
分
団
）

清
宮
信
英
（
第
４
分
団
）

植
木
　
実
（
第
５
分
団
）

第
６
支
団
分
団
長

渡
邊
富
士
夫
（
第
１
分
団
）

御
子
神
昭
則
（
第
２
分
団
）

押
本
　
明
（
第
３
分
団
）

御
子
神
博
昭
（
第
４
分
団
）

小
林
昭
夫
（
第
５
分
団
）

第
７
支
団
分
団
長

杉
本
吉
孝
（
第
１
分
団
）

黒
川
孝
久
（
第
２
分
団
）

黒
川
忠
雄
（
第
３
分
団
）

佐
久
間
真
一
（
第
４
分
団
）

南
房
総
市
消
防
団

南
房
総
市
人
事
紹
介

▼
千
倉
支
所

千
倉
支
所
長
　
渡
辺
高
享
／
参
事
兼
地
域
総
務
課

長
　
高
梨
政
利
／
地
域
福
祉
課
長
　
安
田
政
光
／

地
域
事
業
課
長
　
藤
井
照
男

▼
丸
山
支
所

丸
山
支
所
長
　
小
宮
貞
夫
／
参
事
兼
地
域
総
務
課

長
　
青
木
加
津
夫
／
地
域
福
祉
課
長
　
渡
辺
淳

一
／
地
域
事
業
課
長
　
岩
浪
治
男

▼
和
田
支
所

和
田
支
所
長
　
鎌
田
達
夫
／
参
事
兼
地
域
総
務
課

長
　
福
原
孝
雄
／
地
域
福
祉
課
長
　
木
下
榮
一
／

地
域
事
業
課
長
　
水
嶋
誠
二

▼
教
育
委
員
会

教
育
次
長
　
原
聖
一
／
参
事
兼
教
育
総
務
課
長

本
橋
清
一
／
学
校
教
育
課
長
　
青
木
和
詳
／
千
倉

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
渡
辺
三
雄
／
生
涯
学

習
課
長
　
鈴
木
竹
男
／
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
生
涯

学
習
課
長
補
佐
　
酒
井
和
夫
／
千
倉
図
書
館
長

本
田
英
人
／
ス
ポ
ー
ツ
課
長
　
小
笠
原
砂
男
／
千

倉
総
合
運
動
公
園
所
長
　
加
藤
登
美
男

▼
新
規
採
用
者

総
務
課
主
事
　
稲
葉
直
之
／
社
会
福
祉
課
主
幹

篠
塚
敏
博
／
社
会
福
祉
課
保
護
係
長
　
佐
久
間
ひ

ろ
み
／
健
康
増
進
課
保
健
師
　
竹
本
純
／
富
浦
保

育
所
調
理
員
　
柴
田
京
子
／
和
田
保
育
所
保
育
士

尾
川
佳
織
／
和
田
保
育
所
調
理
員
　
生
稲
恵
美
／

高
齢
者
福
祉
課
主
事
　
岡
本
哲
哉
／
高
齢
者
福
祉

課
主
事
　
川
名
恭
介
／
市
民
課
主
事
　
白
井
寛
太

郎
／
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
事
務
補
助
員
　
若
王
子

友
理
／
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
技
能
員
　
臼
井

友
和
／
農
林
振
興
課
主
事
　
石
井
周
作
／
建
設
課

主
事
　
忍
足
真
由
美
／
管
理
課
主
事
　
根
本
基

広
／
学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事
　
臼
井
治
久
／

富
浦
幼
稚
園
教
諭
　
根
本
弓
子
／
三
芳
幼
稚
園
教

諭
　
佐
野
あ
さ
こ
／
白
浜
幼
稚
園
教
諭
　
栗
原

望
／
七
浦
幼
稚
園
教
諭
　
茅
野
り
か
／
朝
夷
幼
稚

園
教
諭
　
佐
藤
美
穂
／
健
田
幼
稚
園
教
諭
　
宇
山

裕
子
／
南
幼
稚
園
教
諭
　
岡
崎
裕
美
／
和
田
幼
稚

園
教
諭
　
山
田
友
紀
子
／
和
田
中
学
校
用
務
員

平
野
美
和
／
千
倉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手

鈴
木
智
也

遠藤市長職務執行者から辞令を受けとる
青木消防団長



●富山町
富山町の閉町式が2月26日、富山町中央公民

館で行われました。
町民約200人が出席し、町旗入場後、国歌を

斉唱し、町旗をたたみ50年の歴史に終止符を
打ちました。

14 2006年 4 月号

●三芳村
万感の思いを込め、三芳村の閉村

式が3月5日、三芳村役場で村民700
人が参加し、大規模に行われました。
青空の下、「ありがとう」「三芳村」
の人文字に村民の熱い思いが込めら
れました。

●白浜町
白浜町の閉町式が2月12日

にフローラルホールで行われ
ました。白浜音頭や民謡ショ
ー、最後に万歳三唱で幕を閉
じました。

●千倉町
花と海と太陽のまち・千倉町

の閉町式が2月26日、保健セン
ターで行われました。町旗の降
納をもって、51年の歴史に幕を
閉じました。

●富浦町
「3月19日、富浦町を閉じることを宣言する」
富浦町の閉町式が2月26日、とみうら元気倶楽部開催され、関係者約100人が

50年の歴史に感謝し、合併で消える町へ惜別しました。

●丸山町
丸山町の閉町式が7町村で

最後の3月9日、丸山町立丸
山中学校と丸山町役場庁舎
前で行われました。町関係
者150人が出席し、カイの木
の記念植樹、町旗降納、町
章取り外しを行い、町の50
年の歴史を閉じました。

●和田町
和田町の閉町式が3月5日、和田町コミ

ュニティセンターで行われました。
町民約200人が

参加し、町旗とと
もに50年にわた
る町の歴史に、幕
を降ろしました。

（
お
詫
び
と
訂
正
）
富
浦
町
制
施
行
50
周
年
記
念
誌
「
と
み
う
ら
じ
ま
ん
」

21
頁
の
歴
代
議
長
の
中
で
、
花
輪
常
太
郎
さ
ん
は
、
花
輪
常
次
郎
さ
ん
の

誤
り
で
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


